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問�　
明
石
川
流
域
の
住
民
の

血
液
か
ら
基
準
値
を
超
え

る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（�

以
下
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
が
検
出

さ
れ
た
。
今

後
の
市
の
対

応
は
。

答�　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
健
康
へ
の

影
響
は
科
学

的
知
見
が
な

く
、
現
在
も

国
際
的
に
さ

ま
ざ
ま
な
知

見
に
基
づ
く

検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

問�　
令
和
４
年
に
明
石
市
工

場
立
地
法
地
域
準
則
条
例

が
施
行
さ
れ
、
特
定
工
場

の
緑
地
面
積
率
等
は
緩
和

さ
れ
た
が
、依
然
と
し
て
、

県
の
環
境
の
保
全
と
創
造

に
関
す
る
条
例
対
象
工
場

は
、
20
％
以
上
の
緑
地
面

積
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
二
見
人
工
島
は
、

隣
接
す
る
播
磨
町
と
同
様

に
緑
地
面
積
率
等
を
さ
ら

に
緩
和
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
今
後
の
方
針
は
。

答�　
市
内
全
域
の
県
条
例
対

象
工
場
に
つ
い
て
は
、
今

年
４
月
か
ら
工
場
立
地
法

に
基
づ
き
、
市
が
定
め
て

い
る
基
準
と
同
水
準
ま
で

緩
和
す
る
。
二
見
人
工
島

は
、
地
域
未
来
投
資
促
進

法
に
基
づ
き
、
工
場
立
地

法
と
県
条
例
の
対
象
工
場

の
い
ず
れ
も
隣
接
す
る
播

磨
町
側
と
同
じ
１
％
ま
で

緩
和
す
る
。

　

�　
さ
ら
に
事
業
者
に
良
質

な
緑
地
の
形
成
や
地
域
貢

献
活
動
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
削
減
を
促
す
た
め
、
取

り
組
み
方
針
や
優
良
事
例

を
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
す
る
な
ど
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
３
側
面
（
経
済
・

社
会
・
環
境
）
に
配
慮
し

た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

問�　
経
営
が
厳
し
い
水
道
事

業
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答�　
水
道
事
業
の
令
和
５
年

度
予
算
は
、
有
収
水
量
の

減
少
に
よ
る
給
水
収
益
の

減
少
と
物
価
高
騰
に
よ
る

動
力
費
等
の
増
加
を
見
込

み
、
約
５
２
０
０
万
円
の

赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
給

水
収
益
の
減
少
は
、
使
用

水
量
の
減
少
に
よ
る
も
の

で
人
口
減
少
に
伴
い
、
今

後
さ
ら
に
収
益
は
減
少
す

る
。
一
方
、
水
道
事
業
費

用
の
大
部
分
は
固
定
的
経

費
の
た
め
、
費
用
面
の
削

減
に
は
限
り
が
あ
る
。
十

分
な
収
益
が
確
保
で
き
ず
、

内
部
留
保
資
金
を
取
り
崩

す
現
状
で
健
全
な
経
営
状

況
で
は
な
い
。そ
の
た
め
、

水
道
料
金
を
改
定
し
、
営

業
活
動
に
必
要
な
収
益
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
老

朽
施
設
の
更
新
の
た
め
、

料
金
原
価
に
資
産
維
持
費

を
含
め
る
な
ど
、
安
定
的

な
事
業
運
営
に
つ
な
げ
る

必
要
が
あ
る
。

　

�　
料
金
改
定
は
、
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
た
め
、
情
報
発
信
や
対

話
の
場
を
設
け
る
な
ど
、

丁
寧
に
検
討
し
て
い
く
。

昨
年
、
国
が
設
置
し
た
専

門
家
会
議
で
今
後
の
情
報

収
集
と
研
究
の
推
進
が
方

向
性
と
し
て
示
さ
れ
、
本

市
と
し
て
も
そ
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

　

�　
な
お
、
明
石
川
浄
水
場

で
は
、
活
性
炭
を
用
い
て

浄
水
処
理
を
し
て
お
り
、

飲
み
水
と
し
て
の
問
題
は

な
く
、
安
全
で
あ
る
。

　

�　
明
石
川
は
神
戸
市
と
本

市
に
ま
た
が
る
河
川
で
あ

る
。
現
在
、
神
戸
市
は
国

に
対
し
て
全
国
一
律
の
水

質
等
の
基
準
値
の
設
定
や

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
人
に
対
す
る

毒
性
評
価
な
ど
を
要
望
し

て
い
る
。
本
市
も
市
民
の

健
康
を
守
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
事
項
に
つ
い
て
国
に

早
期
の
対
応
を
要
望
し
て

い
く
。
今
後
も
神
戸
市
と

は
水
質
監
視
や
発
生
源
の

特
定
な
ど
に
つ
い
て
、
連

携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

問�　
ご
み
の
減
量
に
向
け
た

施
策
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答�　
本
市
で
は
、
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
ご
み
の
減
量
を
計
画

的
に
進
め
て
い
る
が
、
新

ご
み
処
理
施
設
の
建
設
費

抑
制
の
た
め
、
さ
ら
な
る

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

�　
ご
み
減
量
は
、
生
ご
み

の
減
量
と
紙
類
の
リ
サ
イ

ク
ル
が
有
効
な
手
段
で
あ

る
た
め
、
市
の
取
り
組
み

と
し
て
、
生
ご
み
を
堆
肥

化
す
る
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
基
材
の
無
料
配
布
や
、

今
年
度
か
ら
は
紙
の
再
資

源
化
の
新
た
な
施
策
を
実

施
す
る
。
さ
ら
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
あ
か
し

等
の
情
報
発
信
に
加
え
、

ご
み
減
量
を
テ
ー
マ
と
す

る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

も
開
催
し
、
昨
年
11
月
に

は
市
内
で
工
場
を
構
え
る

企
業
２
社
と

ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
水
平
リ
サ

イ
ク
ル
協
定

を
締
結
し
た
。

　

�　
今
後
、
よ

り
一
層
の
ご

み
の
減
量
に

向
け
、
ご
み

を
生
み
出
さ

な
い
よ
う
に

し
よ
う
と
い
う
ゼ
ロ
・
ウ

ェ
イ
ス
ト
の
考
え
方
も
取

り
入
れ
、
再
資
源
化
の
取

り
組
み
を
推
進
し
た
い
。

問�　
本
市
は
２
０
２
０
年
３

月
、
気
候
非
常
事
態
宣
言

の
中
で
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ

ロ
を
目
指
す
と
表
明
し
て

い
る
。
脱
炭
素
に
向
け
て

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
促
進
と
と
も
に

電
気
自
動
車
の
普
及
が
重

要
で
あ
り
、
国
も
２
０
３

５
年
ま
で
に
全
て
の
乗
用

車
の
新
車
販
売
を
電
気
自

動
車
等
の
電
動
車
と
す
る

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
市

内
に
は
電
気
自
動
車
の
充

電
設
備
が
少
な
い
と
聞
く

が
、
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
聞
く
。

答�　
電
気
自
動
車
は
、
走
行

時
に
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な

い
た
め
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
削
減
に
非
常

に
有
効
で
あ
る
。

　

�　
充
電
設
備
の

整
備
は
、
国
や

県
、
充
電
設
備

の
事
業
者
等
の

動
向
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、

他
市
の
先
進
事

例
等
を
参
考
に
、

国
が
昨
年
10
月

問�　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
の
課
題
お
よ

び
市
の
役
割
を
聞
く
。

答�　
本
市
で
は
、
小
学
校
区

単
位
で
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
た
市
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

�　
こ
れ
ら
地
域
課
題
を
柔

軟
に
解
決
す
る
た
め
の
財

政
支
援
と
し
て
、
市
は
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
組

織
に
地
域
交
付
金
を
交
付

し
て
い
る
が
、
交
付
額
が

一
律
で
活
動
内
容
や
住
民

数
を
考
慮
し
た
も
の
で
は

な
い
た
め
、
公
平
性
の
観

点
か
ら
十
分
と
は
い
え
ず
、

制
度
の
見
直
し
の
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
に

つ
い
て
、
役
員
の
固
定
化

や
高
齢
化
、
組
織
の
硬
直

化
等
の
課
題
が
あ
り
、
市

　
令
和
６
年
３
月
31
日
を
も

っ
て
任
期
満
了
と
な
る
人
権

擁
護
委
員
の
次
期
候
補
者
と

し
て
、
再
任
４
人
を
法
務
大

臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　
再
任
の
４
人
は
、
増ま
す
本も
と
賀よ
し

英ひ
で
氏
、
安や
す
田だ

政ま
さ
義よ
し
氏
、
奥お
く
住ず
み

貴き

美み

子こ

氏
、
上う
え
田だ

久ひ
さ
代よ

氏
で

す
。

　
本
市
の
人
権
擁
護
委
員
は

13
人
で
任
期
は
３
年
で
す
。

　
令
和
５
年
８
月
19
日
か
ら

空
席
と
な
っ
て
い
た
固
定
資

産
評
価
員
に
佐さ

野の

洋よ
う
子こ

氏
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

民
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ

て
多
様
な
人
が
関
わ
れ
る

機
会
を
設
け
て
連
携
を
図

り
、
新
た
な
担
い
手
の
発

掘
に
も
取
り
組
み
た
い
。

　

�　
あ
わ
せ
て
、
地
域
で
活

躍
す
る
市
民
の
不
安
等
を

解
消
し
、
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
す
る
こ
と
で
得
ら
れ

る
充
実
感
や
地
域
の
取
り

組
み
を
周
知
す
る
と
と
も

に
、
地
域
支
援
に
着
実
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

に
策
定
し
た
充
電
イ
ン
フ

ラ
整
備
促
進
に
向
け
た
指

針
に
基
づ
き
、
本
市
の
地

域
特
性
に
即
し
た
有
効
な

方
策
に
つ
い
て
調
査
研
究

し
て
い
く
。

明石川の水質問題
飲み水は問題なく安全

国へ早期対応を要望

神戸市と連携を強化（明石川）

脱
炭
素
の
取
り
組
み

　

電
気
自
動
車
普
及
へ

�

充
電
設
備
の
整
備
を

新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
費
抑
制
へ

　
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
考
え
方
を
導
入
し

�

再
資
源
化
を
推
進

生ごみを堆肥化する段ボールコンポスト

電気自動車の充電スポット

市民の生活に不可欠な水道

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
　
地
域
交
付
金
制
度
の
見
直
し
や

�

新
た
な
担
い
手
の
発
掘
に
取
り
組
む

工場緑地面積率の緩和
県条例対象工場も引き下げ

二見人工島は１％に

経営厳しい水道事業
安定した事業運営のため

料金見直しの検討が必要

固
定
資
産
評
価
員

選
任
に
同
意

人
権
擁
護
委
員

推
薦
に
同
意


